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ケーションスキルなど,救急・急性期に発揮され
もいい。また,病院外から学識経験者などの第三
者をカンファレンスの構成員に含めることも考え
られる。こうしたェ夫は,何よりも患者の利益に
つながることだと思うがvヽかがだろうか。
